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被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

三
月
十
七
日
（
土
）
大
里
綜
合
管
理
㈱
野
老
真
理
子
さ
ん
ご
協
力
の
下
、

東
金
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
ま
し
た
。
半
数
以
上
の
方
が
震
災
後
初
め
て
東
北

に
来
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
被
災
地
域
を
見
る
時
間

が
多
く
取
ら
れ
、
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
感
想
と
し

て
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
=

東
日
本
大
震
災
か
ら1

年

被
災
地

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

Volunteer Center
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被災地支援ボランティアに参加して 匿名希望

被災地支援ボランティア活動に参加させて頂き有り難うござ

いました。いつ起こるともわからない地震や津波の恐ろしさ

を実感し、日々の生活の中での家族の絆を考えさせられまし

た。限りある時間、今回の活動の大きな目的の１つは「被

災地を実際にみる」という事でしたが、私にとっては少々心

残りでした。

被災後１年が過ぎ、徐々に動き始めた人たちと一緒になっ

て体を使っての交流がしたいと考えていました。例えば農業

（草取り）魚業（水仕事）花壇作り、など、など。私に出

来ること、誰にでも出来るお手伝いで、被災地と具体的な

関わりを持って、そして私自身も学び、少しでも役に立てれ

ば幸いと思っておりました。

初めての参加でしたが、……。

以前より被災地の状況をTⅤ、新聞で見て納得できる部分が

ある。東北地方は遠いので時間規制がある。

個人でのボランティア活動は難しいこと。

自分自身の中に課題が残り、募金などの支援についても理

解できるようになりました。

初めて行ってみて 濱路真帆

今回の活動では被災の現状を見て、清掃や仮設住宅の訪問をさせてもらいました。私は初めて東北に

行かせてもらいましたが、始めは被災地を見て何も感じませんでした。元の地域を知らない私が何もなく

なってしまった場所を見ても、どう感情を起こしていいかわからなかったのです。野老さんが「元々、住

宅地があったのよ」と言った時に愕然としました。ここで生活をしていた人の幸せを奪ってしまったのか

と思った時、初めて怖いと感じました。また、遠くの方にまだまだ手つかずの所も見え、やるべきことの

多さを痛感させられました。

仮設住宅の訪問では突然の訪問にも関わらず、快く迎えてくださり、人のやさしさに触れ、逆に元気を

もらってしまいました。震災のあった時の話をたくさん聞きたかったけれど、いきなり来た人に気軽に話

してくれる人はあまりいません。思い出すのも辛い人もいるでしょう。私が訪問した家には２枚の写真が

ありました。旦那さんと息子さんでしょう。ぼろぼろになってしまった写真だったけど、大切に大
切に飾られていました。何度も何度も会いに行き、その人の心の痛みを少しでも軽くしてあげられるよ

うにしたいです。人の絆は簡単には作れないけれど、簡単には崩れないと信じています。つながりを続

ける手伝いをこれからしていきたいです。

今度は友人を誘ってその和を大きくしていきたいです。今回の活動を通して「心」で活動していくこと

もできたらいいなと感じられました。すばらしい機会をありがとうございました。
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秋
に
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
元
気
に

顔
を
出
し
て
い
ま
す
。
寒
い
日
が
長
引

い
た
せ
い
か
、
例
年
よ
り
少
し
遅
く
な

り
そ
う
で
す
が
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
大

震
災
か
ら
一
年
が
経
過
。
き
れ
い
な
花

を
み
て
感
動
で
き
る
生
活
。
季
節
を
感

じ
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
生
活
。
皆
、
普
通
の
生
活

を
望
ん
で
い
ま
す
。
被
災
地
の
皆
さ
ん

の
気
持
ち
が
落
ち
着
く
ま
で
は
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
応
援
す
る
方

法
は
い
ろ
い
ろ
。
何
か
を
見
つ
け
、
出

来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
力
に
な
っ
て
あ

げ
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｐ
Ｃ
Ｏ
）

●
公
益
信
託
京
葉
銀
行
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

助
成
基
金

平
成
２
４
年
度
助
成

（
公
益
信
託
京
葉
銀
行

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
助
成
基
金
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
質
向
上
の
為
の
研
修

事
業
、
活
動
を
支
援
す
る
為
の
施
設
・
機
器

等
の
整
備･

購
入
な
ど
。

●
平
成

年
度
ニ
ッ
セ
イ
財
団

24

高
齢
社
会
助
成

（
公
益
財
団
法
人
日
本
生
命
財
団
）

高
齢
社
会
に
お
け
る
地
域
福
祉
・
ま
ち
づ
く

り
、
自
立
・
社
会
参
加
に
認
知
症
高
齢
者
の

予
防
・
ケ
ア
に
関
す
る
実
践
的
研
究
等
。

●
公
益
信
託
ち
ば
ぎ
ん

ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
基
金

（
ち
ば
ぎ
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
基
金
）

千
葉
県
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
法
人
団
体
で

社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
資
金
の
一
部
又
は

全
部
の
助
成

●
平
成

年
度
キ
リ
ン
・
子
ど
も
「
力
」

24お
よ
び
シ
ル
バ
ー
「
力
」
応
援
事
業

（
公
益
財
団
法
人
キ
リ
ン
福
祉
財
団
）

高
齢
者
が
、
知
識
・
技
術
・
経
験
を
い
か
し

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

※
詳
細
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

●
東
日
本
大
震
災

被
害
患
者
支
援
基
金

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
連
絡
協
議
会
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
で
の
被
災
、

も
し
く
は
福
島
原
発
の
事
故
に
伴
い
避
難

中
の
造
血
管
細
胞
移
植
の
対
象
疾
患
の
患

者
と
そ
の
家
族
で
、
治
療
に
必
要
な
財
源

確
保
が
困
難
な
方
を
対
象
。

●
第

回
配
食
用
小
型
電
気
自
動
車

10

寄
贈
事
業

（
財
団
法
人
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
）

週
１
回
以
上
配
食
活
動
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
推
薦
を
受
け
た
も
の
。

●
第

回
老
後
を
豊
か
に
す
る

29
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
助
成
事
業

（
財
団
法
人
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
）

高
齢
者
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
１
０
～
５
０
人
程

度
で
実
績
２
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

助
成
情
報

｢ボラセンだより｣第24号いかがでしたか？
ご意見やご感想をぜひお聞かせ下さい。
「お知らせ」や「情報」などの原稿も
お待ちしています。
東金市ボランティア・市民活動センター
5 0475-52-5198 FAX 0475-52-8227

ボランティアセンターから

感想やお便りは
メールでも OK ! です。
togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp

掲示板

はじめての
ボランティア土曜日相談所

毎月第２土曜日
午後１時～３時

会 場：ふれあいセンターロビー

内 容：これからボランティアをする中

での疑問などの相談に応じます。

ボランティアに関する

相談に対応します。

●お願い
会場の都合で実施できない場合もあります
ので、事前にご連絡を頂いてからお越し
下さい。なお、8月はお休みです。

ボランティア交流会・
センター説明会

４月１４日（土）13：30～15：30

ふれあいセンター１階多目的室

内容

第１部 交流会

テーマ 「目が不自由な方と出会ったら」

話し手 出口和子さん他（東金市身体障害者福祉会）

第２部 ボランティアセンター説明会

・ボランティア登録について

・ボランティアセンターからのお知らせ

・夏休みボランティア体験の協力者募集等

問合せ：東金市ボランティアセンター

☎（東金市社会福祉協議会） 52-5198

つ
ぶ
や
き
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